
情報処理学会論文誌 教育とコンピュータ Vol.5 No.2 12–19 (June 2019)

招待論文

全学的学習支援システムの連携と
それに基づく安否確認システムの開発

中野 裕司1,2,3,4,5,a)

受付日 2019年3月11日,採録日 2019年3月11日

概要：2000年前後から大学の各種手続きや学習環境のオンライン化が始まり，その数が増えるにつれて，各々
のシステムでのログイン，同じような情報の多重入力，システムごとの情報の差異等が問題になってきた．
そのため，シングルサインオン，学務情報データの共有，大学ポータルの導入，標準化等により，学務情報シ
ステム，学習管理システム，シラバス，時間割，学修成果可視化等様々な学習支援システムの全学的な連携を
行ってきた．また，その環境に適合するWebアプリケーションの大まかな仕様の設定と雛形の提供を行い，
新たなシステム導入時の連携を推進した．本稿では，これらの取り組みを紹介するとともに，2016年 4月に
おきた熊本地方を震源とする熊本地震に際し，この共通基盤上で緊急対応した安否確認について報告する．
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Abstract: As the university’s administrative procedures and learning environments became online from
about 2000, there had been problems with troublesome login to each system, cumbersome input of similar
information, differences in recorded information of each system, etc. For this reason, collaboration of var-
ious learning support systems such as student information system, learning management system, syllabus,
timetable, visualization of academic outcome, etc. have been proceeded by utilizing single sign-on, sharing
of student information data, university portal, standardization, etc. In order to prompt collaboration when
introducing new systems, rough specifications and templates for web applications that conform to the envi-
ronment have been also set up. In this paper, we introduce these efforts and report on the safety confirmation
system that was urgently handled on this common platform in the Kumamoto earthquake that occurred at
the Kumamoto district in April 2016.

Keywords: learning support system, single sign-on, data synchronization, IMS, safety confirmation

1 熊本大学総合情報統括センター
Center for Management of Information Technologies,
Kumamoto University, Kumamoto 860–8555, Japan

2 熊本大学大学院社会文化科学教育部教授システム学専攻
Graduate School of Instructional Systems, Kumamoto Uni-
versity, Kumamoto 860–8555, Japan

3 熊本大学教授システム学研究センター
Research Center for Instructional Systems, Kumamoto Uni-
versity, Kumamoto 860–8555, Japan

4 熊本大学大学院自然科学教育部情報電気工学専攻
Department of of Computer Science and Electrical Engineer-
ing, Graduate School of Science and Technology, Kumamoto
University, Kumamoto 860–8555, Japan

5 熊本大学大学情報分析室
Institutional Research section, Kumamoto University,
Kumamoto 860–8555, Japan

a) nakano@cc.kumamoto-u.ac.jp

1. はじめに

大学におけるWebベースの各種システムは 2000年前後

から導入がはじまった．たとえば，熊本大学の場合，学務

情報システム SOSEKIを他大学に先駆けて 1999年から運

用を開始し [1]，梶田氏によって早期に日本語化された学習

管理システム（Learning Management System，LMS）で

あるWebCT [2]を 2004年に全学導入した [3]．この時点で

はまだシステム数も少なく，各々にユーザ IDとパスワー

ドを入力してログインしても，それほど煩雑ではなかった

であろうが，同様のシステムが増加することで，いちいち

ログインすることの煩雑さ，同じような情報の多重入力，
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システムごとの情報の差異等が問題になってきた．

ログインの煩雑さを解消するためには，各システムの

ユーザ IDとパスワードを共通化し，1カ所でパスワード

等の情報を変更すればすべてのシステムに反映されるディ

レクトリサービス等の仕組みと，1回のユーザ認証で複数

のシステムが認証されるシングルサインオン（SSO）の仕

組みが必要である．大学によって，Shibbolethや CAS等

を活用した様々な取り組みがなされている [4], [5], [6], [7]

が，その選択の時代背景と具体的な経験，実践について報

告し，今後の方向性について述べる．

また，同じような情報の多重入力を避けるには，各種シ

ステム間での各種データの連携が必要になる．学務データ

の LMSへの連携を中心にいくつかの事例が報告されてい

る [8], [9], [10]が，ここでは，LMSも含め種々のシステム

との様々な連携方法を標準化も交えて実践的に紹介すると

ともに，今後のあり方についても検討する．

上記のような SSOとデータ連携の環境を構築すると，そ

れに沿ったWebアプリケーションとしての必要条件がお

よそ定まり，おおまかな基準をきめることができる．学内

のWebアプリケーション開発の手助けになると考え，こ

のおおまかな基準とそれを実現した雛形を作成し，実際に

使用した例についても報告する．

これらの取り組みにより，SSO認証およびデータ連携の

上で，大学の学習支援システムの開発，運用を行ってきた

が，2016年 4月に熊本地方を震源とする熊本地震が発生

した．安否確認システムに関してはちょうど導入を検討し

ていた時期であったが，残念ながら導入が間に合っていな

かった．そこで，学内各部の協力により，安否確認に関し，

この共通基盤上で緊急対応したことについても報告する．

2. システム連携

学内の各種システムの連携について，認証連携とデータ

連携に分けて示す．

2.1 認証連携

図 1 に，現在運用中の認証連携の概略を示す．SSOを

利用している各種システム側からみると CASを基盤とし

た SSOであり，しかも旧サービスと新サービスに分かれ

ていることが分かる [11]．なぜ SSOとして CASを採用し

たかというと，我々が SSOの必要性に気づき導入したの

が 2006年で文献 [12]，当時まだ学認等 Shibbolethの実装

はあまりなく（学認の運用開始は 2009年），名古屋大学の

CAS導入 [4]が数少ない先進事例であったことによる．こ

のとき考えた必要性であるが，当時北米を視察した際に，

すでに，

( 1 ) 大学ポータルを入口とし，LMSや学務情報システムが

シームレスに利用可能になっているケースが多くあっ

たこと

図 1 システム間認証連携

Fig. 1 Authentication collaboration among systems.

図 2 システム間データ連携（破線は終了または計画中）

Fig. 2 Data synchronization among systems (dashed line is

ended or planned).

( 2 ) CASに対応したオープンソースの大学ポータルuPortal

が利用可能で，当時利用していたWebCTも CASと

連携して動作させることが可能であったこと

( 3 ) 2.2.1 項に示すように本学で利用していた学務情報シ

ステム SOSEKIとWebCTのデータ連携もすでに実

現していたこと

等から，これら 3者を SSOで連動させた環境の利便性の

高さが容易に想像がついたことである．

その後，生涯 IDである熊本大学 IDが 2012年に導入さ

れ [11]，従来の学生番号や職員番号による SSOを用いたシ

ステムと，新たな熊本大学 IDを用いたシステムが共存す

る形となり，2つの CASサーバで対応する状況が続いてお

り，順次，熊本大学 ID対応サービスへ移行しつつある．

また，学認に関しては，2013年より運用フェデレーショ

ンに参加し，その際に，図 1 に示すように，Shibboleth

IDP，CASゲートウェイ等を導入し，現在の構造となった．

2.2 データ連携

データ連携の概略を図 2 に示す．矢印に CSV，SQL，

IMS Enterprise等と，そのデータ形式を示しているが，様々

であり，統一されていないことが分かる．各々の連携に関

して，その概略を説明する．
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2.2.1 LMS（WebCT，Moodle）

まず，このようなデータ連携を始めたきっかけである

が，2004年にWebCTを導入した際に，普及促進を図る

ために全科目，全受講者，全担当教員を学務情報システム

と同期させてWebCTに登録する仕組みを構築したことで

ある [13]．リアルタイムの同期はできなかったが，毎日深

夜にバッチ処理で同期をさせることができた．WebCTが

標準規格である IMS Enterpriseに対応しており，規格に

沿った XMLファイルに科目リストや受講名簿を登録して

WebCTにわたせば，登録科目や受講者のリストが更新さ

れる機能を有しており，それを利用することにした．残念

ながら，SOSEKIは IMS Enterpriseには対応していなかっ

たが，CSV出力が可能であったため，中間サーバに IMS

Enterprise形式のデータへの変換プログラムを置き，同期

させることに成功した [13]．

この IMS Enterpriseによるデータ連携は，その後も役

に立ち，2013 年度から始まったWebCT から Moodle へ

の LMSの移行（2014年度までは並列運用）においても，

Moodleも IMS Enterpriseに対応していたため，登録科目

や登録ユーザに関しては大きな混乱もなく，並列運用，移

行が行えた．

このように，標準規格に対応した場合の利点も大きい

が，実際には他のシステムの多くは，独自の CSVや SQL

等で連携を行っている．これは，実装の難易度やコストパ

フォーマンスを考えた結果であり，現実には難しいところ

もあると考えている．

2.2.2 時間割システム

時間割システムは，大学ポータルのタブとして表示され，

そのユーザに自分の受講（担当）している科目の時間割が

表示され，各々の科目名から LMSの該当科目ページや学務

情報システム，シラバスへのリンクを設置したもので，授

業ページへの入口的存在である．本Webアプリケーショ

ンは，2015年より，3 章のWebアプリケーションの雛形

に沿ったものに書き直し，基本的にWebAPI構成のシング

ルページアプリケーション（SPA）である [14]．

2.2.3 学修成果可視化システム（ASO）

学修成果可視化システム（ASOは学内で定めた愛称）に

関しては，元々全学 eポートフォリオとして開発を進めて

きたもので，最初はオープンソース LMS Sakai上に構築し

ていたが，Sakaiの更新や多くのフレームワークに縛られ，

その設計方針を見直したもので [15]，3 章の雛形の発想の

元になったものである．LMSに依存せず学修成果を蓄積

するため，今の所 2，3カ月に 1度の割合であるが，Moodle

中に蓄積された課題の説明と提出課題およびクイズの問題

と提出された解答をリンクではなくその実体として複写，

同期している．

2.2.4 シラバスシステム

シラバスシステム [16]はモックアップを用いて設計し，

図 3 (a) 即時的分析・共有の仕組み [18] と (b) 出力例

Fig. 3 (a) Realtime analysis and sharing method [18], and (b)

an output example.

雛形とともに外部に開発を依頼した例であり，大学の定め

る 7つの学修成果の割合等も含めて入力するため，ASOと

の連携も必要になる．Moodleとの連携は，シラバス上で

授業各回の資料等の設定が可能で，Moodleの機能拡張で

inline frameによって対応している．

2.2.5 即時的分析・共有システム

即時的分析・共有システム [18] は，開発者レベルを対

象にしているが，Webブラウザ上の統合開発環境（IDE，

Rstudio Serverを利用）上でデータ処理のプログラムを作

成することで，熊本大学 IDで認証されたユーザのみに，一

定時間ごとに更新された統計情報や分析結果を提示するこ

とが可能である．図 3 (a)にその仕組みの概略を示すが，R

の機能が使えるため，LMSでは難しいような可視化も可

能で，例として，図 3 (b)に，複数回のテストの得点分布

を積み上げグラフとして 10分ごとに表示したものを示す．

この仕組みは，4 章に示す熊本地震への対応にも活用し

たので，もう少し説明を加える．図 3 (a)において，開発者

または教授者がWebブラウザ上の IDEで，まず，データ

ベース等を参照しながら，対話的に試行錯誤しながら可視

化，解析のプログラミングを作成する．基本的に R言語で

できることは可能で，たとえば，RMySQLでMySQLデー

タベースに接続したり，ggplot2で可視化したり，様々な

処理が可能である．また，knitrを用いれば，Rの結果を
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htmlドキュメントとして出力することもできる．次に，R

のソースファイルを決められたフォルダ「公開準備フォル

ダ」に保存すると，システム側（cron）で一定時間ごとに

そのコードが実行され，SSOで認証されたユーザのみアク

セス可能なフォルダ「SSO公開フォルダ」に実行結果が保

存される．たとえば，SSO公開フォルダ内の htmlファイ

ルへリンクを貼ったり，グラフをその URLを用いて LMS

のコンテンツ内に imgタグで配置することも可能である．

2.2.6 研究者総覧，評価システム

研究者総覧 [17]と評価システムは，まだ実運用には達し

ていないが，外部システム（researchmap）のWebAPIを

利用した例で，今後WebAPIによるシステム間連携が進む

ものと考えている．

2.2.7 LRS（Learning Record Store）

LRS（Learning Record Store）は，Learning Analytics

で学習履歴を蓄積する場所のことを示し，この場合は，

Moodleの Caliper log storeプラグインとオープンソース

の LRSである Open LRWをWebAPIで接続し，Moodle

上の学習履歴を Caliper標準形式で集積している [19]．

2.2.8 安否確認システム

熊本地震への緊急対応で開発を開始し，後に整備したも

ので，4 章でその詳細を示す．

3. Webアプリケーションの雛形

2.2 節で示したように，認証やデータをシステム間で連

携する仕組みがある程度固まってきたため，新たにWeb

ベースのシステムを導入する際に役立つよう，Webアプリ

ケーションの雛形を作成した [20]．

元々のきっかけは，2.2.3 項で示した ASOの開発で，そ

れまでのように多くのフレームワーク等に縛られない最低

限の仕様を決めたことであり，それはおよそ以下のような

ものである．

• 基本的に，Webブラウザ上で動作するシングルページ

アプリケーション（SPA）とし，クライアントプログ

ラムは，HTML，CSS，JavaScriptで構成すること．

• サーバとのデータのやりとりは，REST形式（データ

形式は JSON/JSONP）のWeb APIで行うこと．

• 認証が必要な場合は，サーバが CASに対応すること．

• ライブラリ等は，オープンソースのものを使うこと．
• クライアントプログラムは，以下の JavaScriptライブ

ラリの利用を推奨する．

– jQuery：WebAPI等

– jQuery Mobile：モバイル対応

– jQuery i18n：国際化

といった，かなり緩やかな仕様であり，すべての可視化は

クライアントであるWebブラウザで行い，必要なデータは

Web APIでサーバからそのつどとってくる方法である．メ

リットは，WebAPIの仕様さえ決まっていれば，サーバの

図 4 Web アプリケーションの雛形の構造

Fig. 4 Model structure of Web application.

図 5 Web アプリケーションの雛形（サンプルプログラム）

Fig. 5 Web application template (sample program).

実装方法はあまり問わないことと，ブラウザ側の HTML，

CSS，JavaScriptによるプログラム開発だけでほとんどの

実装が行え修正が簡単にできることと，JSONP形式を用

いるとクロスサイトスクリプティング等のセキュリティ制

限を越えて他のWebサイトからも利用できること等があ

ると考える．また，jQuery Mobileによるある程度のモバ

イルデバイスへの対応と jQuery i18nによる国際化も，ク

ライアントの範囲内で対応できる．

このような仕様を考えたうえで，2.2.4 項に示したシラ

バスシステムのようにモックアップで設計後，外部に開発

依頼を行ったり，2.2.3 項の ASOのように，途中まで開発

し，部分的に外部に開発依頼を行ったりした．そのような

際の利便性も考え，仕様を具体化した雛形の作成を行った．

図 4 にその構造を，図 5 に雛形の実例を示す．実際には，

図 5 を含め，WebAPI（REST）サンプル，国際化サンプ

ル，WebAPI+SSO（CAS）サンプル，WebAPI+MySQL

（jdbc）サンプルの 4つを作成した．実際に図 2 における，

researchmapとMoodle以外のWebAPIと記されたシステ

ムは，ほぼこの仕様と雛形に沿っている．

4. 熊本地震への緊急対応

以下の報告では，熊本地震への緊急対応の中で，認証や

データのシステム間連携，Webアプリケーションの仕様や

雛形に関する話題を中心に取り上げるが，タイムラインや
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学生教職員のコメント等の詳細は [21]を参照されたい．

4.1 準備状況

まず，安否確認システムの準備状況に関して，地震発生

時までの中長期的な経緯であるが，大学として，大学 ICT

推進協議会（AXIES）のクラウド部会の安否確認システム

共同開発プロジェクト [22]に参加したり，商用の各種シス

テムの導入可能性を検討していた．地震発生のほんの数カ

月前にも商用システムを具体的に検討していた．しかし，

時期的なこと，予算的なこと，それになによりも，正直なと

ころ地震が起きるという切迫感が関係者の間に足りなかっ

たこともあり，実際の導入には至っていなかった．

4.2 地震発生時の緊急対応

2016年 4月 14日夜 21:26熊本地震の前震（最大震度 7）

が起き，大学内でも，建物にヒビが入ったり，物が倒れた

り，棚からものが落ちて散乱したりといった被害が発生す

ると同時に，学生，教職員も，自宅等でも同様の被害を受

けており，中には負傷者もあり，自宅が危険なため避難し

ている者も多数あった．翌朝から，大学では，部局ごとに，

学生，教職員の安否確認の作業が開始され，主に電話連絡

により作業が実施されていたが，大変な作業であり，なか

なか進まなかった．幸いにして，電源と大学のネットワー

クが無事であったことから，工学部長から，総合情報統括

センターに，簡単な CGIレベルのもので構わないので，

安否を申告できるものが 2，3時間で実現可能なら，電話

等による現在の安否確認作業が楽になるのではという問合

せがあった．すなわち，現在の安否確認作業を補助する手

段として，できる限り早急に対応サービスが開始できない

ものかという相談であった．

そこで総合情報統括センターでは，直後から対応を検討

し，開発に取り組むことで，3時間弱後に安否確認サービ

スを開始した．ここで役に立ったのが，前述の認証やデー

タのシステム間連携，Webアプリケーションの仕様や雛形

であり，詳細は，4.3 節の緊急開発で実際に述べる．工学

部長から，全学で利用を開始するよう提案があり，その後，

事務組織も含めて全学的な対応をとることとなった．すな

わち，本震の前に一応，補助的ではあるが安否確認体制を

整えた．

その夜，前震を上回る本震が熊本地方を襲った．本震の

揺れは激しく，その被害はニュース等で知られるとおりで

ある．大学は夜中であったため，幸い構内での人的被害は

ほとんどなかったが，停電，水漏れ，設備の破損等きわめ

て大きな被害があった．ネットワーク機器も L3スイッチ

を含む多数の被害があったが，幸いにして，全学サービス

の中心を担っているサーバ室の被害がほとんどなく，ネッ

トワークの外部接続も短時間で復旧したため，構築したシ

ステムはすぐに動作を継続することができた．

図 6 安否確認の登録回数とコメントの書き込み（全学生：10,471名）

Fig. 6 Number of registrations and comments of safety confir-

mation (all students: 10,471).

安否登録に関しては，4.3 節に示すように，当初からス

マートフォンを含むWebブラウザからアクセスでき，必須

ではないがコメント入力もできるようになっていた．図 6

に，実際の安否登録状況を示すが，60%以上にあたる 6,951

名の学生が安否登録を行い，2,120名が必須ではないコメ

ントを残していたことが分かる．

その後，このシステムを改良しつつ，毎年，安否確認訓

練を行っているが，残念ながら，これほどの高率になった

ことは今までない．

4.3 安否確認サイトの緊急開発

2，3時間という短期間に開発する必要があったため，と

りあえず機能を最低限に絞った．SSOによるログインが

必要なページであれば，そのページを見たときにはすでに

CASによるユーザ認証が完了しているはずで，ユーザ ID

が取得可能である．つまり，最低限，そのユーザの情報を

示し，安否確認登録するかの「確認」ボタンがあればよい

ことになる．ただ，緊急時であるため，連絡したい事項が

あるかもしれないと考え，コメントだけは入力できるよう

にした．また，停電地域や避難所等にいるユーザも多いと

思われるため，スマートフォンに対応していることも必須

とした．

その結果作成したWebアプリケーションのクライアン

ト画面を図 7 に示す．この画面は，ほぼ初期版のもので，

現在は 4.5 節に示すようにいくつかの改良がされている．

実装は，まず，3 章の雛形をそのまま利用することも考え

たが，サーバ部分のデータベース等で，SSO認証されてい

る学生番号や職員番号から氏名への変換や，時刻，ユーザ

ID，コメント等の保存や検索を考えると，それらの機能を

持つ既存アプリケーションへのWebAPIとクライアント

ページの追加が手早いと判断した．

Webサーバ部にWebAPIを追加するとともに，雛形ペー

ジからクライアント部分を追加，変更することで実装した．
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図 7 学生・教職員用の安否確認登録ページ

Fig. 7 Registration page of safety confirmation for students,

faculties and staffs.

ここで実装したWebAPIは，認証情報から所属と氏名を返

す API，そのユーザのこれまでのアクセス履歴を返す API

のみで，日英併記で国際化はせず，jQuery Mobileによる

モバイル対応といったものであった．

だれが安否登録したか確認するための管理画面は，当初

は単純なものしか提供できなかったが，それでもなんとか

使えたのは，CASによるアクセス制限（教職員に限った）

と Datatables.jsライブラリ [23]のおかげであろう．最初

は，安否確認をした人を学生，教職員の区別なく，コメン

トのあるなしや，多重登録も含め，単に表に表示するもの

であり，だれが安否確認していないとか，コメントのある

もののみ抽出するといったこともできなかった．ただ，そ

の表示に，Datatables.jsを用いていたため，Datatables.js

の機能で，検索，抽出，並べ替え等ができたことと，なに

より，CSVで表のデータをダウンロードできたことで，事

務組織でスプレッドシートやデータベース管理ソフト等で

扱うことができた．

4.4 準リアルタイム統計情報

2.2.5 項で示した即時的分析・共有手法が，統計情報の

提供に役立った．たとえば，図 6 の登録情報の可視化も，

ある程度実時間でできたほうがよい．ここでは，図 3 (a)

の Rstudio Server上で，学部や学年ごとの登録情報，アク

セスしたデバイス情報等様々な統計情報を可視化するRの

プログラムを開発し knitrで html化し，10分ごとに cron

で実行していたため，10分ごとに情報が更新される．ただ

し，地震発生当初は他の開発を優先していたため，扱う統

計情報は徐々に増やしていった．図 8 に，統計情報の例と

して，最近の訓練におけるアクセスデバイスの分布を示す．

図 8 統計情報の例（2018年度 2回めの訓練時のアクセスデバイス）

Fig. 8 Example of statistical information (access device at the

second training in 2018).

4.5 安否確認システムとしての改良

地震発生後，1年程度経ったときに，この緊急対応で開

発した安否確認システムを大学としての安否確認システム

に採用することになった．緊急で開発したもので，不備も

多いが，半年ないし 1年に 1度の安否確認訓練に向けて，

コメントの記述や学内構成員からの意見に対応し，改良を

繰り返している．

まず，多かった意見として，携帯電話（いわゆるガラ

ケー）に対応していない点で，学生からはほとんどないが，

教職員からはかなりあった．これに関しては，CASの認証

自体が携帯電話に対応していないこともあり，アクセスし

たデバイスが携帯電話かどうか自動判断し，携帯電話の場

合はシステムにはいらず，電話による登録用のページを表

示するようにした．図 8 の代理手入力の中に，この電話に

よる登録は含まれる．

CASの認証画面でユーザ IDとパスワードを入れるのが

大変という意見も多いが，これはブラウザに記憶させるこ

とによる対応をお願いしている．スマートフォンのアプリ

ケーションを用意すれば，よりセキュアに解決できると思

われる．

クライアントプログラムに関しては，図 7 の送信履歴を

リンクではなく，ページ下部に表示することで，登録した

かどうか分かりやすくした．また，送信ボタンを目立たせ

る等，見た目の変更も行っている．

管理画面に関しては，所属による絞り込み，代理登録，

コメントの代理入力，未登録者の表示，メールによるコメ

ントへの返信等，多くの機能を追加した．

5. 今後のシステム連携にむけて

大学における各種オンラインサービスの利便性を向上さ

せるため，認証やデータのシステム間連携を推進してきた．

しかし，その過程で見えてきた様々な問題とともに，今後

の可能性について考える．

5.1 認証連携について

なぜ SSOとして CASを選択し，最初は学生番号，職員
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番号を使い，その後，生涯 IDである熊本大学 IDを導入し

たかというと，それは 2.1 節で示したように，まさに時代

の流れがそうであったからというのが本質であろう．今か

ら，新たに，SSO環境を導入するのであれば，Shibboleth

と生涯 IDの組合せにすればよいのだが，現在のような状

況においては，旧 IDから新 IDに徐々に移行しながら，認

証も連携を検討するしかないと考えており，妙案はない．

5.2 データ連携について

5.2.1 標準化

2.2.1 項で示したように，データ連携の際，データ形式が

標準化に従っていると，システム間の接続やシステムの移

行の際，簡単に行える場合もある．ただし，対象システム

がその標準化仕様を満足していない場合，対応させるのが

大変で，現実的に困難な場合もあるだろう．

また，かつては，データ連携等にかかわる標準化は，静的

なファイル交換が主で，ここで紹介した IMS Enterpriseも

巨大な XMLファイルでバッチ処理を前提としている．し

かし，関連する新しい標準規格である IMS OneRoster [24]

は，WebAPI によるリアルタイムのデータ交換も定義し

ており，他の標準規格もWebAPI の導入が進んでいる．

2.2.7 項の Caliper についてもWebAPI を利用している．

このような動的な標準化が多く取り入れられるようになっ

てくると，システム連携の形も変わってくるのではないか

と思われる．

5.2.2 データ形式

図 2 を見ると，標準化を採用できているものは少なく，

CSV，SQL等個別フォーマットが大半であり，その同期処

理は個別のシェルスクリプト等で行っている場合が多い．

シェルスクリプトといっても，中は，シェルコマンドだけ

ではなく，各種外部コマンドの組合せで，grep，sed，sort，

cut，wc，perl. . .と様々で，また，作成者の癖のあるコー

ドであることもあり，なかなか共有が難しい．

このあたりは，ETL（Extract Transform Load）ツー

ル [25]の導入が有効ではないかと考える．ETLツールと

は，種々のシステムからデータを抽出（Extract）し，必要

に応じて変換（Transform）し，利用先システムで読み込

む（Load）ためのミドルウェアである [25]．その用途は，

各種システム連携 [25], [26]に活用でき，属人性を減らすこ

とができる [26]．

また，CSVや SQLの連携ならまだよいが，WebAPIで

受け取ったデータを加工してデータベースへ入れるとか，

別のWebAPIへわたすとか，動的な入出力がある場合シェ

ルスクリプトだと限界があると思われるが，ETLツールの

場合，WebAPIをサポートしている場合もあり，このよう

なケースにも利用できる．

本報告の 3 章の雛形に関しても，認証部分さえなんとか

なれば，WebAPIをサポートする ETLツールでサーバ部

分を構築できる可能性もある．

5.2.3 データの可視化

2.2.5 項で紹介した即時的分析・共有システムは，基本

的に Rでできることなら何でもできるが，逆にいえば，R

言語が分からないと使えないし，どんな簡単な処理でも

R言語で記述しなければならない．この部分は，Business

Intelligence（BI）ツールが使える可能性がある．BIツール

は，企業等でよく利用されるデータの分析可視化により迅速

な意思決定を助けるツールで，大学においても Institutional

Research部門で最近使われるようになっている．BIツー

ルによっては，Web上にユーザ制限付きでアクセス時の分

析結果を公開したり，WebAPIを持つものもあり，このよ

うなツールを使えば，そのつど，分析可視化した結果を得

たり，定期的に更新したりできる可能性がある．

5.3 安否確認システムからの知見について

熊本地震時の安否確認への緊急対応に関して，今回報告

した認証やデータのシステム連携環境，その環境下での

Webアプリケーションの雛形が大いに役立った．しかし，

その前提として，システムが動作しているという大前提が

あり，今回はその面では非常に幸運であった．今回の経験

からも，認証やデータ連携の基盤のクラウド化は必須条件

である．また，そのうえで動作するシステムに関しても，

緊急時に止められないシステムから優先してクラウド化を

進めるべきである．

6. おわりに

大学のオンラインサービスが増えるに従い，認証やデー

タのシステム連携を推進してきた．様々な実例を紹介する

とともに，その環境に適合した緩やかな仕様と雛形の提供

を行うことで，Webアプリケーションの導入を円滑に行っ

てきた．その中で起きた熊本地震発生時の安否確認に対し

て，紹介した資源を活用して対応し，その後の発展も含め

て紹介した．これらの経験から，今後のシステム連携のあ

り方について論じた．
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